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第２章 奄美市の現状 

 

1 全国の自殺者数の推移 

全国の自殺者総数は，平成 10 年には 32,863 人と急増し，平成 15 年のピーク

時には 34,427 人となりましたが，平成 22 年度以降は減少傾向にあります。 

 

 

【図 1 全国の自殺者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料：自殺対策計画策定の手引き 厚生労働省） 
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2 本市の自殺の現状 

1）自殺死亡率・自殺者数の推移 

全国・鹿児島県・本市で自殺死亡率を比較すると，全国と鹿児島県は減少傾向

にありますが，本市は横ばいであり，全国・鹿児島県と比べて依然として高い状

態にあります。 

 

【図 2 自殺死亡率の推移（人口 10 万人あたりの自殺者数）】 

 

 

【図 3 本市の自殺者数の推移（性別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

奄美市 40.1 29.9 28.3 24.2 22.2 26.9 15.9 25.5

鹿児島県 28 24.4 24.3 24.3 21.6 21.6 21.4 19

全国 24 24.4 23.4 22.9 21 20.7 19.5 18.5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

 （資料：人口動態統計） 
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2）性別・年齢別 

本市の自殺者を性別で比較すると，図 4 からもわかるとおり，男性が多くな

っています。全国や県と比較すると，本市はさらに男性の割合が高くなっていま

す。（図 5） 

 

【図 4 自殺者の人数（性別） （H25～H29 合計）】 

 

 

 

 

【図 5 自殺者の性別割合 （H25～H29）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46

8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

男性

女性

（人）

68.9%
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85.2%

31.1%
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14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

鹿児島県

奄美市

男性 女性

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 
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性・年齢別自殺死亡率を全国と比較すると，男性はほとんどの年代において，

全国よりも高くなっています。 

 一方，女性は 30 歳代のみ全国より高くなっています。 

 

 

【図 6 性・年齢別の自殺死亡率比較 H25～H29（人口 10万人当たりの自殺者数）】 
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 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 
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3）職業について 

 自殺者を職業の有無で比較すると，無職者の自殺の割合が高いことがわかり

ます。 

 

【図 7 自殺者の職業有無の割合 （H25～H29）】 

 

 

 

就業別に比較すると，本市は「年金等生活者」が最も高く，次いで「被雇用者・

勤め人」「その他・無職者」の自殺の割合が高い状況です。 

 

【図 8 自殺者の就業別割合（H25～H29）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.9%

36.6%

38.9%

63.2%

62.7%

57.4%

0.9%

0.7%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国
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奄美市

有職 無職 不詳

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 
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 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 
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本市の規模別事業所の割合をみると，19 人以下の小規模事業所の割合が 92%

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

4）同居人の有無 

自殺者の同居人の有無の割合を比較すると，全国・県・本市ともに「独居」よ

り「同居人あり」が高い状況です。 

 

【図 10 自殺者の同居・独居の割合（H25～H29）】 
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 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

【図 9 地域の事業所規模別事業所／従業者割合（H26 経済センサス-基礎調査）】 
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5）自殺未遂歴の有無 

自殺者の自殺未遂歴の有無について，全体の 25.9％が「自殺未遂歴あり」と

なっています。 

【図 11 自殺者における未遂歴の有無の割合（H25～H29）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）優先されるべき対象 

「地域自殺実態プロファイル 2018 年版」で示された性・年齢階級別・職業・

同居の有無別の分析表では，以下のとおりとなります。 

これまでの統計より，本市における自殺対策の優先されるべき対象は，「高齢

者」「生活困窮者」「子ども・若者」「勤務・経営者」となります。 

 

【表 1 優先されるべき対象】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.7%

20.5%

25.9%

61.0%

55.0%

59.3%

19.4%

24.5%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

鹿児島県

奄美市

あり なし 不詳

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

 

 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

人数 割合

1位：男性60歳以上　無職　同居 11人 20.4%

2位：男性20～39歳　有職　同居 9人 16.7%

3位：男性40～59歳　有職　同居 6人 11.1%

4位：男性40～59歳　無職　同居 4人 7.4%

5位：男性60歳以上　無職　独居 4人 7.4%

上位５区分

H25～29年（5年間）　自殺者数54人
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 ～ 自殺の原因 ～ 

NPO 法人自殺対策支援センターライフリンクが行った「自殺実態 1000 人調

査」では，調査結果を以下のように示しています。 

図中の○印の大きさは自殺要因の発生頻度を表しており，大きいほど要因の

頻度が高いことを示します。また，矢印の太さは各要因間の因果関係の強さを示

しています。 

自殺の直接的な要因としては「うつ状態(精神疾患)」の円が最も大きくなって

いますが，うつ状態になるまでには複数の要因が存在し，連鎖しています。自殺

で亡くなった人は，「平均 4 つの要因」を抱えていたことがわかっています。 

 

【自殺の危機経路】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【危機経路の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （資料：地域自殺実態プロファイル 2018 年版） 

 

 

 

 （資料：NPO 法人ライフリンク 2014） 

 

不明 

その他 
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3 本市の現状（自殺に関連する統計） 

 

1）人口統計 

総人口は年々減ってきていますが，高齢化率は高くなっています。 

【図 12 人口の推移と高齢化率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 歳以上人口は年々増加し，独居高齢者率も年々増加しています。 

【図 13 一人暮らし高齢者の推移（住民基本台帳の実績値）】 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料：住民基本台帳（住基人口 4 月 1 日の数に基づく）） 
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20 代の人口が少ない理由として，進学・就職に伴い島外へ転出する人が多い

ことがあげられます。 

 

【図 14 人口の推移（人口ピラミッド H29）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）離婚率 

本市は，全国・県と比べて離婚率が高い状況です。 

【図 15 離婚率の推移】 
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 （資料：住民基本台帳） 

 

 

 

 （資料：衛生統計年報） 
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3）所得 

所得は，全国や県と比べて低い水準となっており，奄美群島全体でみても同傾向にあ

ります。 

【図 16 所得の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）生活保護 

生活保護率は，全国・県と比べて奄美群島は高い傾向にありますが，本市は特に高い

状況です。 

【図 17 生活保護率の推移】  
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 （資料：数字で見る奄美市） 

 

 

 

 （資料：奄美群島の概況） 
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5）救急搬送 

自損事故（自殺や自殺未遂）での搬送は，毎年 10～30 件程度発生しています。 

 

【図 18 救急車の出動状況（自損事故）】 
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4 自殺対策計画策定に関する市民アンケート結果 

  

◆調査期間：平成 30 年 7 月～12 月 

◆対 象 者：ミニ人間ドック検診受診者および乳幼児健診保護者 

◆回 答 数：1,761 件 

  (ミニ人間ドック検診受診者：1,425 件 乳幼児健診保護者：336 件)  

 

 

1）回答者数 

◆性別 

 

 

 

 

 ◆年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 年齢不明 計

65 209 179 202 586 388 97 35 1,761

男 女 計

534 1,227 1,761

https://1.bp.blogspot.com/-q9MyKoF-aHE/VRUP_nj-AII/AAAAAAAAse0/SsgN937Leck/s800/flower_gerbera.png
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2）回答結果 

 

質問 1 ｢自殺予防週間｣または「自殺予防月間」があることをご存知ですか？ 

 

「自殺予防週間・月間」の認知度は，37.8％となっています。 

今後，パンフレット配布等を通して週間・月間について周知をし，自殺予防に

ついて理解を深めていく必要があります。 

 

◆全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.8% 60.9%

1.3%

はい いいえ 未回答

36.9%

44.0%

34.6%

30.2%

35.0%

41.2%

51.5%

34.3%

63.1%

56.0%

64.8%

69.3%

63.3%

57.2%

45.4%

60.0%

0.6%

0.5%

1.7%

1.5%

3.1%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

不明

はい いいえ 未回答
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質問 2 ｢ゲートキーパー｣をご存知ですか？ 

 

｢ゲートキーパー｣の認知度は，6.7％と低い状況です。今後，「ゲートキーパー」

の役割を周知する必要があります。 

 

※ゲートキーパーとは，自殺の危険を示すサインに気づき，適切な対応（悩んでいる人

に気づき，声をかけ，話をきいて，必要な支援につなげ，見守る）ができる人のことで，

言わば「命の門番」とも位置付けられる人のことです。（厚生労働省ホームページより） 

 

 

◆全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.4%

20.1%

8.4%
1.5%

4.3%

4.4%

5.3%

2.6%

83.1%

79.9%

91.6%

98.0%

93.5%

92.0%

93.6%

94.7%

1.5%

0.5%

2.2%

3.6%
1.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

不明

はい いいえ 未回答

6.7% 91.5%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 未回答
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質問 3 不安や悩みがあるとき，話を聴いてくれる人はいますか？ 

 

不安や悩みがあるとき，話を聴いてくれる人がいる割合は，男性 86.0%，女性

94.8%と女性が高い状況で，男性の 12.9%が「いない」と回答しています。また，

年代別では60歳以上に話を聴いてくれる人がいないと回答している割合が高い

状況です。 

 

◆性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86.0%

94.8%

12.9%

4.7%

1.1%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

はい いいえ 未回答

100.0%

98.6%

93.3%

92.1%

89.8%

89.9%

90.7%

100.0%

1.4%

5.0%

6.9%

9.6%

9.5%

8.2%

1.7%

1.0%

0.7%

0.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

年齢不明

はい いいえ 未回答
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質問 4 誰かに相談をしたり，助けを求めたりすることにためらいを感じます 

か？ 

 

相談をしたり，助けを求めたりすることにためらいを感じる割合は，男性 28.6%

女性 28.2%と差はなく，3 割弱の人がためらいを感じていると答えています。 

 

◆性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.6%

28.2%

69.4%

69.8%

2.1%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

はい いいえ 未回答

16.9%

33.0%

28.5%

28.2%

30.4%

25.3%

22.7%

34.3%

83.1%

66.0%

70.4%

69.3%

67.6%

71.4%

76.3%

62.9%

1.0%

1.1%

2.5%

2.0%

3.4%

1.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０代以下

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代以上

年齢不明

はい いいえ 未回答
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質問 5 自殺に追い込まれる要因として，考えられると思うものに○をつけて 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の 22 項目は，全てが自殺に追い込まれる要因となり得ますが，1~5 個の

項目を選択した方が 59.7%と最も多く，22 項目全てを選択した方は全体の 3%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うつ病 経済面での悩み 借金 病気 家庭不和 家庭内暴力 

失業 失恋 職場環境の変化 過労 アルコール問題 介護疲れ 

いじめ 人間関係の悩み 進路の悩み  ひきこもり 発達障害 離婚 

身近な人の死 子育ての悩み 虐待 仕事の悩み 

3.0% 2.4%

6.6%

21.2%

59.7%

7.1%

全て 16～21個 11～15個

6～10個 1～5個 回答なし
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自殺に追い込まれる要因と考えられると思うものは,「うつ病」「病気」「借金」

の順に多くなっています。 

しかし，自殺は様々な悩みや要因が重なりあって追い込まれ自殺に至る可能

性が高いため，今後，自殺に関する知識の普及・啓発が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.0%

51.2%

50.8%

41.5%

36.5%

35.6%
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